
株式会社 ファミリーマート 御中 

 

インドネシア共和国  

北ジャカルタの学校における防災能力向上プログラム 

 

四半期報告書（2014 年 11 月～2015 年 1 月） 

 

2015 年 2 月 

公益社団法人 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

海外事業部 

  



1 

1.事業概要 

 

事業名 北ジャカルタの学校における防災能力向上プログラム 

対象国・地域 インドネシア共和国 ジャカルタ州都特別州 北ジャカルタ市 

事業期間 2014 年 5月 1日～2015 年 4月 30 日 

報告期間 2014 年 11 月 1日～2015 年 1月 31 日 

予算 500 万円 

事業目的 北ジャカルタのスラム街がある貧困地域の小学校において、避難訓練

の実施と避難キットの配布を通じて、子どもたちの防災能力向上を図

る。 

 

2.事業進捗概要 

2014 年 11 月から 2015 年 1 月の第 3 四半期では、学校が休暇に入ったため避難訓練は行

いませんでしたが、以下のような活動を継続して実施しました。 

  

（１） 避難キットの配布（継続）及び防災教材の作成 

対象校のうち、まだ避難キットを受け取っていなかった学校 16校に対して、手動式サイレ

ン、避難標識、ファースト・エイド・キットを含む避難キットを配布しました。また、担当

の教師や学生に対してこれらの使い方を教えました。 

 

また、避難キットの配布と併せ、学校における子どもたちの防災能力や意識の更なる向上を

目指して、包括的な学校保健と防災に関する教材（コミック）やカレンダーなどを作成しま

した。この教材は、下記のトピックについて学べるように作られており、2,500 部を複製し、

各対象校へ来期配布する予定です。 

- 学校における健康な生活 

- 学校保健プログラム 

- リトル・ドクター（学校の保健委員のような活動） 

- 防火対策 

- 海岸の浸食に対する対策 

- 洪水対策 

 

（２） 洪水対応計画の立案 

昨年 10 月にチリンチン地区カンポン・サワのコミュニティで実施した避難訓練の評判が非

常に高く、コミュニティにとっても他地域のお手本となる成功事例となりました。これを受

けて、チリンチン地区の地区長より、当地区における洪水対応計画を作成したいとの要望が

挙がり、セーブ・ザ・チルドレンはチリンチン地区政府と協働で、洪水対応計画を立案する

ためのワークショップを開催し、これまでに対応計画の草案を作成しました。 
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3.活動写真 

 

↑学校へ配布した手動式サイレン（大）    ↑手動式サイレン（小） 

↑チリンチン地区の政府関係者と共に洪水対応計画の作成のためのワークショップを実施 

 

 

 ↑学校保健に関する意識向上のためのチラシ 

 

 

↑洪水時の注意を促すカレンダー 
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4．追加ご報告 

 昨年 10 月に避難訓練を行ったチリンチン地区では、1 月に入り雨が続き、水の量が増し

度々洪水が発生しています。現地からの報告によると、住民は避難訓練で実施した通りに避

難所へ早々に避難したり、作成した洪水対応計画に沿って行動しているとのことです。 

 

 

 


